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(57)【要約】
生理学的発生についてのデータを分析するための方法お
よびシステムが、本明細書に説明される。本方法は、第
１のソフトウェア要素を実行することにより、患者集合
に関連する生理学的データを有する結果集合をもたらす
ことを含む。本方法はまた、結果集合内における生理学
的発生を検出することを含む。さらに、本方法は、生理
学的発生および患者集合からの生理学的データに基づい
て、第１のソフトウェア要素の正確度を増加させるよう
に第２のソフトウェア要素を生成することを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動的時間次元病態生理学的発生についてのデータを分析する方法であって、前記方法は
、
　第１のソフトウェア要素を実行することにより、患者集合に関連する少なくとも測定さ
れた臨床検査値およびバイタル値の時系列マトリクスデータを有する結果集合をもたらす
ことと、
　前記結果集合内において動的時間次元病態生理学的発生を検出し、または検出に失敗す
ることと、
　１つの時系列に沿ったパターンと複数の他の時系列に沿った時系列パターンとを組み合
わせることにより、前記病態生理学的発生に関する向上した敏感度、特異度、相関、また
は減少した診断遅延を有する、新しく、より複雑な時間次元パターンを生成することによ
って、前記病態生理学的発生および前記患者集合からの前記時系列マトリクスデータに基
づいて、前記第１のソフトウェア要素を向上させるように第２のソフトウェア要素を生成
することと
　を含む、方法
【請求項２】
　前記第２のソフトウェア要素を実行することにより、向上した結果集合を生成すること
と、
前記向上した結果集合を表示することと
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のソフトウェア要素は、スクリプトを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２のソフトウェア要素は、スクリプトを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記向上した結果集合は、向上した敏感度範囲および向上した特異度範囲を含む、請求
項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のソフトウェア要素を実行することにより、前記患者集合に関連する生理学的
データを有する結果集合をもたらすことは、前記第１のスクリプトに関する変数値の範囲
に基づいて、一連のソフトウェア要素を生成することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記変数値の範囲は、ヒントに基づいて決定される、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　生理学的発生は、敗血症である、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記結果集合は、敏感度値、特異度値、相関値、または診断遅延値のうちの少なくとも
１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ユーザによって入力された提案パターンを受信することと、疾患状態に関する敏感度、
特異度、相関、または減少した診断遅延を示すために、少なくとも１つの提案パターンと
プロセッサ生成パターンとを比較することにより、前記提案パターンが、プロセッサ生成
パターンを上回る敏感度または特異度を提供するかどうか識別することとをさらに含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　第２のソフトウェア要素を生成することは、分類移動を使用して、２つの既存のソフト
ウェア要素を組み合わせることにより、より高い敏感度値を生成することを含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項１２】
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　第２のソフトウェア要素を生成することは、大域的イメージ移動を使用して、２つの既
存のソフトウェア要素を組み合わせることにより、より高い特異度値を生成することを含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記結果集合は、真陽性集合、真陰性集合、偽陽性集合、および偽陰性集合を表す、４
つの値集合を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記向上した結果集合は、患者集合を含み、各患者は、前記生理学的発生に罹患してい
る、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　生理学的発生を識別するためのシステムであって、前記システムは、
　コンピュータ読み取り可能な命令を実行するためのプロセッサと、
　前記コンピュータ読み取り可能な命令を記憶するための記憶デバイスであって、前記コ
ンピュータ読み取り可能な命令は、前記プロセッサに、
　　第１のソフトウェア要素を実行することにより、患者集合に関連する少なくとも測定
された臨床検査値およびバイタル値の時系列マトリクス生理学的データを有する結果集合
をもたらすことと、
　　前記結果集合内において動的時間次元病態生理学的発生を検出し、または検出を失敗
することと、
　　１つの時系列に沿ったパターンと複数の他の時系列に沿った時系列パターンとを組み
合わせることにより、前記病態生理学的発生に関する向上した敏感度、特異度、相関、ま
たは減少した診断遅延を有する、新しく、より複雑な時間次元パターンを生成することに
よって、前記生理学的発生および前記患者集合からの病態生理学的データに基づいて、第
１のソフトウェア要素を向上させるように第２のソフトウェア要素を生成することと、
　　前記第２のソフトウェア要素を実行することにより、向上した結果集合を生成するこ
とと、
　　前記向上した結果集合を表示することと
　を行うように命令する、記憶デバイスと
　を備える、システム。
【請求項１６】
　前記第１のソフトウェア要素は、スクリプトを含む、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記第２のソフトウェア要素は、スクリプトを含む、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記向上した結果集合は、向上した敏感度範囲および向上した特異度範囲を含む、請求
項１５に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記コンピュータ読み取り可能な命令は、前記プロセッサに、前記第１のスクリプトに
関する変数値の範囲に基づいて、一連のソフトウェア要素を生成するように命令する、請
求項１５に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記変数値の範囲は、ヒントに基づいて決定される、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　生理学的発生は、敗血症である、請求項１５に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記結果集合は、敏感度値、特異度値、相関値、または診断遅延値のうちの少なくとも
１つを含む、請求項１５に記載のシステム。
【請求項２３】
　コンピュータ読み取り可能な命令は、前記プロセッサに、ユーザによって入力された提
案パターンを受信することと、前記病態生理学的発生に関する敏感度、特異度、相関、ま
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たは減少した診断遅延を示すために、少なくとも１つの提案パターンとプロセッサ生成パ
ターンとを比較することにより、前記提案パターンが、プロセッサ生成パターンを上回る
敏感度または特異度を提供するかどうか識別することとを行うように命令する、請求項１
５に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記コンピュータ読み取り可能な命令は、前記プロセッサに、分類移動を使用して、２
つの既存のソフトウェア要素を組み合わせることにより、より高い敏感度値または特異度
値を生成するように命令する、請求項１５に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記コンピュータ読み取り可能な命令は、前記プロセッサに、大域的イメージ移動を使
用して、２つの既存のソフトウェア要素を組み合わせ、より高い特異度または特異度値を
生成するように命令する、請求項１５に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記結果集合は、真陽性集合、真陰性集合、偽陽性集合、および偽陰性集合を表す、４
つの値集合を含む、請求項１５に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記向上した結果集合は、患者集合を含み、各患者は、前記生理学的発生に罹患してい
る、請求項１５に記載のシステム。
【請求項２８】
　複数の命令を備える少なくとも１つの非一過性機械読み取り可能な媒体であって、前記
命令は、コンピューティングデバイス上で実行されることに応答して、前記コンピューテ
ィングデバイスに、
　第１のソフトウェア要素を実行することにより、患者集合に関連する少なくとも測定さ
れた臨床検査値およびバイタル値の時系列生理学的データを有する結果集合をもたらすこ
とと、
　前記結果集合内において動的時間次元病態生理学的発生を検出し、または検出を失敗す
ることと、
　１つの時系列に沿ったパターンと複数の他の時系列に沿った時系列パターンとを組み合
わせることにより、前記病態生理学的発生に関する向上した敏感度、特異度、相関、また
は減少した診断遅延を有する、新しく、より複雑な時間次元パターンを生成することによ
って、生理学的発生および前記患者集合からの病態生理学的データに基づいて、前記第１
のソフトウェア要素を向上させるように第２のソフトウェア要素を生成することと
　を行わせる、少なくとも１つの非一過性機械読み取り可能な媒体。
【請求項２９】
　前記機械読み取り可能な命令は、前記プロセッサに、
　前記第２のソフトウェア要素を実行することにより、向上した結果集合を生成すること
と、
　前記向上した結果集合を表示することと
　を行わせる、請求項２８に記載の非一過性機械読み取り可能な媒体。
【請求項３０】
　前記第１のソフトウェア要素は、スクリプトを含む、請求項２８に記載の非一過性機械
読み取り可能な媒体。
【請求項３１】
　前記第２のソフトウェア要素は、スクリプトを含む、請求項２８に記載の非一過性機械
読み取り可能な媒体。
【請求項３２】
　前記拡張結果集合は、向上した敏感度範囲および向上した特異度範囲を含む、請求項２
８に記載の非一過性機械読み取り可能な媒体。
【請求項３３】
　前記機械読み取り可能な命令は、前記プロセッサに、前記第１のスクリプトに関する変
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数値の範囲に基づいて、一連のソフトウェア要素を生成させる、請求項２８に記載の非一
過性機械読み取り可能な媒体。
【請求項３４】
　前記変数値の範囲は、ヒントに基づいて決定される、請求項３３に記載の非一過性機械
読み取り可能な媒体。
【請求項３５】
　生理学的発生は、敗血症である、請求項２８に記載の非一過性機械読み取り可能な媒体
。
【請求項３６】
　前記結果集合は、敏感度値、特異度値、相関値、または診断遅延値のうちの少なくとも
１つを含む、請求項２８に記載の非一過性機械読み取り可能な媒体。
【請求項３７】
　前記機械読み取り可能な命令は、前記プロセッサに、ユーザによって入力された提案パ
ターンを受信することと、前記病態生理学的発生に関する敏感度、特異度、相関、または
減少した診断遅延を示すために、少なくとも１つの提案パターンとプロセッサ生成パター
ンとを比較することにより、前記提案パターンが、プロセッサ生成パターンを上回る敏感
度または特異度を提供するかどうか識別することとを行わせる、請求項２８に記載の非一
過性機械読み取り可能な媒体。
【請求項３８】
　前記機械読み取り可能な命令は、前記プロセッサに、分類移動を使用して、２つの既存
のソフトウェア要素を組み合わせることにより、より高い敏感度値を生成することを行わ
せる、請求項２８に記載の非一過性機械読み取り可能な媒体。
【請求項３９】
　前記機械読み取り可能な命令は、前記プロセッサに、大域的イメージ移動を使用して、
２つの既存のソフトウェア要素を組み合わせることにより、より高い特異度値を生成する
ことを行わせる、請求項２８に記載の非一過性機械読み取り可能な媒体。
【請求項４０】
　前記結果集合は、真陽性集合、真陰性集合、偽陽性集合、および偽陰性集合を表す、４
つの値集合を含む、請求項２８に記載の非一過性機械読み取り可能な媒体。
【請求項４１】
　前記向上した結果集合は、患者集合を含み、各患者は、前記生理学的発生に罹患してい
る、請求項２８に記載の非一過性機械読み取り可能な媒体。
【請求項４２】
　前記時系列マトリクスデータをオブジェクト化されたデータの時系列マトリクスに変換
することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４３】
　生理学的制約に従って、新しいパターンの前記生成および構成を制限することを含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項４４】
　前記提案パターンが、前記病態生理学的発生に関して、プロセッサ生成パターンを上回
る敏感度、特異度、相関、または下回る診断遅延を提供するかどうかを決定する目的のた
めに、関連パターンを生成するように提案パターンのリバースエンジニアリングを行うこ
とを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４５】
　入力されている前記パターンまたは部分的パターンの特性の即時フィードバックを提供
することによって、かつ、前記病態生理学的発生に対して所望の敏感度、特異度、相関、
または減少した診断遅延を有するパターンにユーザを導く提案を提供することによって、
生理学的パターンを入力しているユーザに通知することを含む、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本願は、米国仮特許出願第６１／６２９，１６４号（２０１１年１１月１４日出願）お
よび米国仮特許出願第６１／６２９，１４７号（２０１１年１１月１４日出願）の利益を
主張し、それによって、それらの開示は、すべての目的のために、その全体が参照によっ
て援用される。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００２】
　（背景）
　本技法は、患者母集団内の臨床状態および／または診断の識別のためのパターンの拡張
集合、ならびに患者データ集合および／または患者データ集合のサブ集合が特性評価され
得る、いくつかの統計学的メトリクスの連続体を提供する、低拡張パターンの集合を拡張
および／または識別するためのシステムおよび方法を提供する。
【０００３】
　本開示を概略することを目的として、本技法のある側面、利点、および新規特徴が、本
明細書に説明される。必ずしも、全てのそのような利点が、本明細書に開示される技法の
任意の特定の実施形態に従って達成され得るわけではないことを理解されたい。したがっ
て、本明細書に開示される技法は、必ずしも、本明細書に教示または提案される他の利点
を達成することなく、本明細書に教示されるよう１つの利点または利点群を達成または向
上させる様式において、具現化あるいは実施されることができる。
【０００４】
　種々の実施形態が、付随の図面を参照して、以下に説明される。これらの実施形態は、
単に、実施例として、図示および説明されており、本開示の範囲を限定することを意図し
ない。図面中、類似要素は、類似参照番号を有し得る。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】図１は、左から右へのフローを伴う、ＩＰＥの一実施形態の概要を描写する、プ
ロセス図である。
【図２】図２は、所与の標識された領域祖集団内の上昇事象の大きさ特性の予測能力の概
要を描写する、分離分析チャートである。
【図３】図３は、特性分布プロセスの一代表的実施例内の患者の「至適基準」識別を表す
、表である。
【図４】図４は、スクリプトの実行の結果が、特性結果によって集約される、特性分布プ
ロセスの代表的実施例の結果の表形式表現である。
【図５】図５は、集約された結果が、特性値別にソートされる、特性分布プロセスの代表
的実施例の結果の表形式表現である。
【図６】図６は、識別された患者が、拡大特性範囲によって集約されて示される、特性分
布プロセスの代表的実施例の結果の表形式表現である。
【図７】図７は、特性範囲および関連付けられた患者計数が、表示される、特性分布プロ
セスの代表的実施例の結果の表形式表現である。
【図８】図８は、識別された患者が、拡大特性範囲によって集約されて示される、特性分
布プロセスの代表的実施例の結果の表形式表現である。
【図９】図９は、スクリプトが、生成され、その予測品質（ＴＰ、ＴＮ、ＦＰ、およびＦ
Ｎによって表される）が示される、特性分布プロセスの代表的実施例の結果の表形式表現
である。
【図１０】図１０は、範囲が、陽性および陰性サブ集合内のその予測品質に対してグラフ
化される、特性分布プロセスの代表的実施例の結果のグラフィカル表現である。
【図１１】図１１は、分類移動のソースおよび結果の略図である。
【図１２】図１２は、大域的イメージ移動のソースおよび結果の略図である。
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【図１３】図１３は、ＩＰＥツールを使用した調査者のフィードバックサイクルの略図で
ある。
【図１４】図１４は、拡張結果集合を生成することができる、コンピューティングシステ
ムの実施例のブロック図である。
【図１５】図１５は、コンピューティングシステムが、拡張結果集合を生成することを可
能にすることができる、有形の非一過性コンピュータ読み取り可能な媒体である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　本明細書に説明される時系列パターンの関係はまた、米国特許第７，０８１，０９５号
、米国特許第７，７５８，５０３号、および米国特許出願第１３／１０２，３０７号（そ
のそれぞれの内容は完全に本明細書に開示される場合と同様に、参照することによって組
み込まれる）に論じられるように、時系列オブジェクト化パターン分析技術を使用して、
検出および識別されてもよい。開示される技法は、これらの開示のパターン分析または他
の分析システムに適用されてもよい。
【０００７】
　いくつかの実施形態では、パターンは、ソフトウェア要素内にカプセル化されることが
できる。ソフトウェア要素は、本明細書に参照されるように、任意の好適なヒト読み取り
可能なコンピュータ言語を使用して書かれたコンピュータ命令を含むことができる。いく
つかの実施例では、ソフトウェア要素は、とりわけ、パターン定義言語（また、本明細書
では、ＰＤＬとも称される）等のドメイン固有言語（ＤＳＬ）を使用して、スクリプトと
して書かれることができる。いくつかの実施形態では、ソフトウェア要素は、データ領域
（また、領域とも称される）に適用されることができる。いくつかの実施形態では、デー
タ領域は、医療機関内の患者からの生理学的データに関連する一式の時系列、ならびにそ
の一式の時系列と対応する開始時間および終了時間を含んでもよい。図１のＰＤＬスクリ
プト（また、本明細書では、スクリプトとも称される）１０２は、患者安全性プロセッサ
エンジン１０４と呼ばれる（また、本明細書では、ＰＳＰエンジンとも称される）ソフト
ウェアエンジンに供給されることができる。いくつかの実施形態では、ＰＤＬスクリプト
１０２は、データ領域に適用されることができ、ＰＤＬスクリプト１０２は、定義された
パターンのインスタンスの識別を表し、臨床状態および／または診断と関連付けられ得る
、いくつかの発生（また、本明細書では、生理学的発生とも称される）を識別することが
できる。ＰＤＬスクリプト１０２は、多くの異なる発生と対応する定義を含有することが
できる。いくつかの実施例では、各定義は、特定の発生と対応する種々の生理学的属性を
含んでもよい。いくつかの実施形態では、ＰＤＬスクリプト１０２は、発生と対応する定
義に基づいて、特定の発生（また、本明細書では、代表的発生とも称される）の識別を試
みてもよい。代表的発生と対応する定義は、特定のスクリプト１０２に対するアンカー発
生定義と称され得る。一実施形態では、各スクリプト１０２は、スクリプト１０２内の最
後の定義として規定され得る、１つのアンカー発生定義を有する。
【０００８】
　スクリプト１０２が、特定の領域からのデータで実行されると、システムは、任意の発
生がアンカー発生定義に対して識別されるかどうか判定することができる。例えば、アン
カー発生定義は、とりわけ、敗血症等の臨床状態と関連付けられた種々の生理学的要因を
含んでもよい。任意の発生が、アンカー発生定義に基づいて識別される場合、スクリプト
１０２は、所与の領域に対して陽性であると見なされる。アンカー発生定義に基づいて識
別されるいかなる発生も存在しない場合、スクリプト１０２は、所与の領域に対して陰性
と見なされる。
【０００９】
　いくつかの実施形態では、陽性または陰性として領域を分類することは、敏感度および
特異度を測定する二項分類試験の一部である。敏感度は、本明細書に説明されるように、
特定の状態に対して陽性発生として正しく識別される、特定の状態に対する実際の陽性発
生の割合を指す。例えば、敏感度は、特定の状態を有するとして正しく識別される病気の
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人々の割合を測定することができる。特異度は、本明細書に説明されるように、陰性発生
として正しく識別される、陰性発生の割合を指す。例えば、特異度は、特定の状態を有し
ていないとして正しく識別された健康な人のパーセンテージを指し得る。本二項分類試験
は、敏感度および特異度を判定するための既知の「至適基準」に対して実行されるスクリ
プト１０２の予測力に一致する能力を提供する。至適基準は、ある状態が提供される最も
正確な結果をもたらす、診断試験またはベンチマークを指すことができる。
【００１０】
　一実施形態では、タグが、ユーザ定義分類で領域を標識するために使用される。例えば
、タグは、ある領域に適用され、その領域が「敗血症」例と関連付けられることを示し得
る。いくつかの実施例では、「敗血症」タグが、作成され、敗血症例と対応する全領域に
適用される。一実施形態では、一式の領域は、任意の好適な数のタグを使用して、拡張プ
ロセスのためにタグ付けされる。いくつかの実施例では、２つのタグが、拡張プロセスの
ための一式の領域をタグ付けするために使用され得る。標識された領域祖集団１０６は、
２つのタグ付けされた領域を含んでもよい。一方のタグ付けされた領域は、標識された領
域祖集団１０６内の白色および黒色円形で示される生理学的データ点の全てを含み得る、
標的領域祖集団１０８を示すことができる。第２のタグ付けされた領域である、既知の領
域集合１１０は、標的領域祖集団１０８のサブ集合を含むことができ、標的領域祖集団１
０８内で生理学的データ点を表す、黒色円形で示される。既知の領域集合１１０は、スク
リプト１０２が識別を試みている状態を有することが「既知」であるとタグ付けされるこ
とができる。
【００１１】
　いくつかの実施形態では、標的領域祖集団１０８および既知の領域集合１１０の識別は
、スクリプト１０２の正確度の識別を可能にすることができる。例えば、スクリプト１０
２は、実行されることができ、スクリプト１０２の結果は、標的領域祖集団１０８および
既知の領域集合１１０と比較されることができる。いくつかの実施例では、スクリプト１
０２は、また、本明細書では、標的状態とも称される、特定の生理学的状態を識別するよ
うに構成されてもよい。スクリプト１０２の結果と標的領域祖集団１０８および既知の領
域集合１１０の比較は、標的状態の識別に関連するスクリプト１０２の敏感度および特異
度を判定することができる。
【００１２】
　いくつかの実施形態では、敏感度および特異度は、区別された領域の４つの集合ととも
に、任意の好適な数のスクリプト１０２に対して導出されることができる。いくつかの実
施形態では、区別された領域の４つの集合は、真陽性集合（また、本明細書では、ＴＰ集
合とも称される）、真陰性集合（また、本明細書では、ＴＮ集合とも称される）、偽陽性
集合（また、本明細書では、ＦＰ集合とも称される）、および偽陰性集合（また、本明細
書では、ＦＮ集合とも称される）を含むことができる。ＴＰ集合は、ＰＤＬスクリプト１
０２によって標的状態に対して陽性として識別される領域と、標的領域祖集団１０８内で
陽性として識別される領域とを含むことができる。ＴＮ集合は、ＰＤＬスクリプト１０２
によって標的状態に対して陽性として識別される領域と、標的領域祖集団１０８内で陰性
として識別される領域とを含むことができる。ＦＰ集合は、ＰＤＬスクリプト１０２によ
って標的状態に対して陽性として識別されるが、標的領域祖集団１０８内で陰性として標
識される領域を含むことができる。ＦＮ集合は、ＰＤＬスクリプト１０２によって標的状
態に対して陽性として識別されるが、標的領域祖集団１０８内で陽性として標識される領
域を含むことができる。
【００１３】
　具体的ＰＤＬスクリプト１０２が適用される各標識された領域祖集団１０６に対して、
スクリプト、敏感度、および特異度結果の参照を組み合わせる、ＰＤＬ結果と、スクリプ
ト結果と標的領域祖集団１０８および既知の領域１１０を比較することによって識別され
る、４つの集合（ＴＰ、ＴＮ、ＦＰ、ＦＮ）とが存在し得る。いくつかの実施例では、Ｐ
ＤＬ結果は、結果フィールド１１２内に記憶されることができる。いくつかの実施形態で
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は、ＰＤＬ結果（また、本明細書では、スクリプト結果とも称される）は、ＰＳＰエンジ
ン１０４の実行を伴わずに、取得されてもよい。
【００１４】
　スクリプト結果は、標的領域祖集団１０８内のその相対的予測力を判定するために比較
されることができる。いくつかの実施形態では、スクリプト結果の比較は、二項でなくて
もよい。例えば、あるスクリプト結果は、とりわけ、敗血症等の種々の生理学的状態を予
測する際、別のスクリプト結果より正確であり得る。一実施形態では、スクリプト１０２
の正確度は、３つの群、すなわち、高正確度群、低正確度群、および不確定群にカテゴリ
化されてもよい。高正確度群は、低正確度群より高い敏感度および特異度を示し得る。低
正確度群は、敏感度または特異度のいずれも、高正確度群より高くないことを示し得る。
全ての他の比較は、不確定としてカテゴリ化されることができる。代替実施形態では、比
較がまた、特異化されたパターンが領域内で識別され得る最早可能時間を考慮するであろ
うように、時間もまた、検討される。
【００１５】
　本実施形態では、スクリプト結果比較の不確定性質は、拡張プロセスの結果が、単一ス
クリプトではなく、一式のスクリプトであるように生じさせ、したがって、反復拡張プロ
セスの結果は、拡張スクリプト集合１１４を含む。拡張スクリプト集合１１４は、拡張か
らの結果を表す、スクリプトインスタンスの集約を指し得る。いくつかの実施例では、拡
張スクリプト集合１１４は、より低い正確度結果を提供する、スクリプト１０２を除外し
得る。いくつかの実施形態では、線グラフが、作成されてもよく（図１に示されるように
）、縦軸は、パーセンテージを表し、横軸は、最小敏感度から最大敏感度へと整列される
、種々のスクリプトインスタンスを表す。いくつかの実施例では、大域的予測値は、敏感
度および特異度を表す、２つの線として表されることができる。いくつかの実施形態では
、単一スクリプトが、１００％敏感度および１００％特異度をもたらすことが見出され得
る。いくつかの実施例では、１００％敏感度および１００％特異度をもたらす単一スクリ
プトは、拡張スクリプト集合を表し得る。
【００１６】
　ＰＤＬスクリプト１０２は、構成可能であってもよい、すなわち、ＰＤＬスクリプト１
０２は、２つ以上の異なるＰＤＬスクリプト１０２から構成されることができる。いくつ
かの実施形態では、ＰＤＬスクリプト１０２は、種々の方法で組み合わせられることがで
きる。例えば、そのアンカー発生定義として事象を記述する、２つのＰＤＬスクリプト１
０２が、そのアンカー発生定義としての二項を伴うスクリプトを形成するように組み合わ
せられることができる。いくつかの実施例では、他のスクリプト１０２の組成から生成さ
れるスクリプト結果は、その組成を構成する、個々のスクリプト１０２のスクリプト結果
と異なり得る。さらに、２つの個々のスクリプト１０２の組成のスクリプト結果は、任意
の個々のスクリプトより優れた予測値を提供し得る。
【００１７】
　本実施形態では、２つのスクリプト１０２を単一スクリプト１０２に組み合わせるプロ
セスは、スクリプト統合移動と呼ばれる（また、移動とも称される）。代替実施形態では
、移動は、個々のスクリプト１０２の組み合わせ以外の技法を使用して、新しいスクリプ
トを作成することができる。いくつかの実施例では、移動は、既存のスクリプトを修正す
ることによって、新しいスクリプトを作成することができる。例えば、移動は、既存のス
クリプト内に含有される分節および／または事象補正基準の場所を改変することによって
、新しいスクリプトを作成することができる。移動は、新しいスクリプトおよび新しいス
クリプト結果を作成する。移動は、スクリプト結果に及ぼすその比較効果によって特徴付
けられ得る。いくつかの実施形態では、安全移動は、いかなる結果もスクリプト結果内の
偽陽性集合または偽陰性集合のいずれにも追加しない（移動によって使用されるスクリプ
ト１０２と比較され、最終スクリプトを生成するにつれて）移動として特徴付けられる。
いくつかの実施例では、安全移動は、結果の敏感度または特異度のいずれも低下させない
ため、有益と見なされる。安全移動が、真陽性または真陰性の数のいずれかに追加される
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場合、安全移動は、いかなる「コスト」も伴わずに、（すなわち、敏感度および／または
特異度を低下させずに）、敏感度および／または特異度を増加させる。
【００１８】
　移動のアウトカムは、有効ＰＤＬスクリプト１０２であり得るため、移動の結果は、Ｐ
ＳＰエンジン１０４を通して得られたスクリプトを実行することによって判定されること
ができる。ある場合には、移動のアウトカムは、ＰＳＰエンジン１０４を実行せずに、導
出されることができる。例えば、発生インスタンスが全て、発生サムネイル（とりわけ、
発生インスタンスの表現および発生インスタンスのタイプ、領域関連付け、開始時間、お
よび終了時間を含有する、軽量オブジェクト）によって表されるように利用可能である場
合、これらの発生サムネイルの検査は、移動が「ｗｈｅｒｅ分節」を含まないかどうか、
二項移動のスクリプト結果を判定することができる。
【００１９】
　一実施形態では、移動は、３つの群、すなわち、確定的移動、関係移動、および実験移
動に分割され得る。確定的移動は、結果が、最終組成を構成し得る、スクリプトの個別の
スクリプト結果を判断することによって導出され得る、移動であることができる。関係移
動は、結果が、図１の発生サムネイル（また、本明細書では、発生ビンとも称される）１
１６の包括的集合を判断し、時間内の合致によって判定されるようなインスタンス関係を
判定することによって導出され得る、移動である。いくつかの実施形態では、実験移動は
、領域祖集団内の任意の好適な数の領域に対する任意の好適な数のスクリプトの発生の包
括的集合に対して、ＰＳＰエンジン１０４の実行または代替検索のいずれかを通して実装
されることができる。
【００２０】
　いくつかの実施形態では、確定的移動、関係移動、および実験移動は、「計算コスト」
を示すことができる。例えば、計算コストは、実行時間、処理電力、およびメモリ使用等
の要因を含んでもよい。いくつかの実施形態では、実験移動は、関係移動より計算的に高
価であり得る。加えて、関係移動は、確定的移動より計算的に高価であり得る。
【００２１】
　一実施形態では、反復パターン拡張エンジン（また、本明細書では、ＩＰＥエンジンと
も称される）１１８は、図１に示されるように、２つの段階に分割されることができる。
第１段階（「フィールドをシード処理する」とラベルされる）１２０は、スクリプト結果
のフィールドと既知の予測特性（例えば、とりわけ、敏感度および特異度ならびにＴＰ集
合、ＦＰ集合、ＴＮ集合、およびＦＮ集合、）を標的領域祖集団１０８に対してコンパイ
ルし、結果フィールド１１２をもたらすことを含む。以下に詳細に説明される本プロセス
は、第２段階において識別される移動のソースである、一式のスクリプトを生成または別
様に得る。例えば、一式のストリームは、単純事象スクリプト（上昇または降下あるいは
閾値事象等の単一ストリーム事象）が導出され得る入力であってもよい。または、より複
雑なスクリプトが、生成される、または、直接、調査者から提供されることもできる。第
２段階（また、本明細書では、「移動させる」とも称される）１２２は、フィールドに対
して組み合わせ移動を識別および実行し、望ましい予測特性を有する新しいスクリプトを
得ることを含むことができる。一実施形態では、本プロセスは、ＰＤＬの定義機構の互換
性によって促進される。例えば、単純事象スクリプトは、ランダムに二項に組み合わせら
れ、その集約の予測力を調査することができる。以下に説明されるように、本実施形態は
、より指向型のアプローチを採用し、拡張の目標をより効率的に達成する。「移動させる
」段階は、ＩＰＥセッションの目標によって定義されるような拡張予測特性を実証し得る
、スクリプトを改変、組み合わせ、または駆動させるための任意または全部のアルゴリズ
ムをカプセル化する。
【００２２】
　いくつかの実施例では、望ましい予測特性は、より優れた敏感度および／または特異度
として指定されてもよい。代替として、より優れた予測特性は、予測能力の大域的連続体
内の「間隙を埋める」ように指定されてもよい。例えば、ＩＰＥエンジン１１８は、非常
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に高粒度の予測挙動を有する、広域分布のスクリプト１０２を生成することを含んでもよ
い。いくつかの実施例では、ＩＰＥエンジン１１８は、広域分布の特異度を有する、スク
リプト１０２を生成してもよい。例えば、スクリプト１０２が、７０％を下回る特異度お
よび８０％を上回る特異度を有することが識別される場合、ＩＰＥエンジン１１８は、特
異度７０～８０％を有するスクリプト１０２を識別し得る。これらの実施例では、ＩＰＥ
エンジン１１８は、「より優れた」予測結果を見つけることに加え、予測連続体内の間隙
を充填することができる。
【００２３】
　いくつかの実施形態では、スクリプト１０２は、生理ストリームに基づくことができる
。例えば、あるスクリプトは、白血球数（また、本明細書では、ＷＢＣとも称される）に
基づいてもよい。別のスクリプトは、血小板および重炭酸塩に基づいてもよい。一実施形
態では、各スクリプトは、スクリプトが基づく、少なくとも１つの生理ストリームの有限
集合を有する。スクリプトが基づく一式の生理ストリームは、依存点ストリーム集合と呼
ばれる。いくつかの実施形態では、ＩＰＥエンジン１１８は、広域範囲の依存点ストリー
ム集合を使用してもよい。例えば、ＩＰＥエンジン１１８は、高感度であって、敗血症に
特異的であるスクリプトとともに、高感度であって、敗血症に特異的であるが、異なる依
存点ストリーム集合に基づく、付加的スクリプト１０２を識別してもよい。これらの実施
例では、ＩＰＥエンジン１１８は、種々の異なるスクリプト１０２を使用して、敗血症を
有する患者間の相関を識別することができる。いくつかの実施形態では、ＩＰＥエンジン
１１８は、いくつかの生理ストリームへのアクセスを有していない場合ある。これらの実
施形態では、広範囲のスクリプト１０２へのアクセスは、大域的システムのロバスト性を
増加させ得る。
【００２４】
　一実施形態では、フィールド１２０をシード処理することは、ＩＰＥエンジン１１８の
第１段階である。フィールド１２０をシード処理するとは、標的領域祖集団１０８に基づ
いて、スクリプト１０２に対する一式の結果１１０（また、本明細書では、結果集合とも
称される）を生成することを指す。いくつかの実施形態では、ＩＰＥエンジン１１８内の
フィールド１２０をシード処理することは、プロセッサによって自動化されてもよく、ま
たは適応的に適用されてもよい。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、フィールド１２０をシード処理するプロセスは、標識された
領域１０８を含む、標的領域祖集団１０８を使用することができる。いくつかの実施例で
は、標的領域祖集団１０８は、どの標的領域祖集団１０８内のデータ領域が、状態（例え
ば、とりわけ、敗血症）を有し、どのデータ領域が状態を有していないかに関する指標を
含むことができる。本標識された集合は、標識された領域祖集団１０６と称される。代替
として、フィールド１２０をシード処理するプロセスは、複数の標識された領域祖集団１
０６を使用することができる。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、付加的入力が、供給されることができる。例えば、フィール
ドをシード処理するプロセスはまた、スクリプト１０２およびヒント１２４を含むことが
できる。一実施形態では、スクリプト１０２は、所定のＰＤＬスクリプト１０２の集合を
含むことができる。いくつかの実施例では、所定のＰＤＬスクリプト１０２は、別のツー
ルまたは単純テキストエディターで書かれたスクリプト１０２から変換されてもよい。い
くつかの実施形態では、スクリプト１０２は、ＰＤＬ言語形式に準拠してもよく、スクリ
プト１０２は、エラーを伴わずに実行することが予想され得る。いくつかの実施例では、
無効スクリプト１０２は、フィールド１２０をシード処理するプロセスを停止せずに、識
別および／または無視されることができる。
【００２７】
　一実施形態では、スクリプト１０２は、ＰＳＰエンジン１０４を通して実行され、とり
わけ、敏感度、特異度、真陽性集合、真陰性集合、偽陽性集合、および偽陰性集合等の予
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測特性を生成するように、標識された領域祖集団１０６に対して一致される。予測特性が
生成されると、結果オブジェクトが作成され、結果フィールド１１２に入れられる。いく
つかの実施形態では、ＩＰＥエンジン１１８は、スクリプト１０２を分解し、フィールド
１２０をスクリプト１０２の個々の要素でシード処理してもよい。
【００２８】
　例えば、スクリプト１０２は、以下の言語を含有してもよい。
【００２９】
【数１】

【００３０】
　本実施例では、スクリプト１０２は、ＩＰＥエンジン１１８が、３つの別個のスクリプ
ト１０２（１つのスクリプトは、ｐｌａｔｅｌｅｔ＿ｆａｌｌに対して、１つのスクリプ
トは、ｂｉｃａｒｂ＿ｆａｌｌに対して、１つのスクリプトは、ｄｅｓｔａｂｉｌｉｚａ
ｔｉｏｎに対する）を生成することを示し得る。いくつかの実施形態では、ＩＰＥエンジ
ン１１８は、３つのスクリプト１０２のそれぞれの正確度を別個に分析することができる
。いくつかの実施例では、各スクリプトは、結果フィールド１１２のサイズに影響を及ぼ
し得る、異なる結果をもたらし得る。一実施形態では、スクリプト１０２の一部は、結果
フィールド１１２内に含まれる、結果をもたさない場合がある。例えば、とりわけ、ｐｌ
ａｔｅｌｅｔ＿ｆａｌｌに関連する部分等、スクリプト１０２の一部は、スクリプト１０
２の一部が、適切に実行しなかった場合、結果をもたらされない場合がある。いくつかの
実施例では、スクリプト１０２の一部からの結果は、結果が他の基準を満たさない場合、
結果フィールド１１２から除外されてもよい。いくつかの実施形態では、実行し、ある基
準を満たす、スクリプト１０２の部分は、結果フィールド１１２内に含まれる結果を有し
得る。
【００３１】
　いくつかの実施形態では、ＩＰＥエンジンプロセス１１４は、スクリプト１０２が１つ
を上回る結果をもたらす場合、スクリプト１０２を続行することができる。いくつかの実
施例では、ＩＰＥエンジンプロセス１１４は、フィールド１２０をシード処理せずに、任
意の付加的スクリプト１０２を続行することができる。
【００３２】
　一実施形態では、ＩＰＥエンジン１１８は、フィールド１２０をシード処理するための
１つ以上の機構を提供することができる。いくつかの実施例では、スクリプト１０２は、
種々の自動化技法を使用して、フィールド１２０をシード処理するように生成されること
ができる。一実施形態では、ＩＰＥエンジン１１８は、スクリプトテンプレートから開始
し、スクリプトテンプレートから一式のスクリプトを生成することによって、スクリプト
１０２を生成することができる。例えば、スクリプトテンプレートは、以下の言語を含ん
でもよい。
【００３３】
【数２】

【００３４】
本実施例では、スクリプトテンプレートは、ＰＳＰエンジン１０４内の閾値事象を示すこ
とができる。いくつかの実施形態では、スクリプトテンプレートは、有効ＰＤＬスクリプ
トを有してもよく、またはそうでなくてもいが、スクリプトテンプレートは、好ましくは



(13) JP 2014-533416 A 2014.12.11

10

20

30

40

50

、有効ＰＤＬスクリプトの形状である。いくつかの実施形態では、スクリプトテンプレー
トは、変数として要素集合を伴う、ＰＤＬスクリプトである。変数が、有効スクリプト要
素で置換される場合、有効ＰＤＬスクリプトが、もたらされることができる。前述の実施
例では、スクリプトテンプレートは、２つの変数、すなわち、＠Ｎａｍｅおよび＠Ｘを含
有する。いくつかの実施例では、２つの変数は、特定の値に設定されることができる。例
えば、２つの変数は、命令文＠Ｎａｍｅ＝“ＷＢＣ＿Ｂｅｌｏｗ２”および＠Ｘ＝２を用
いて設定されてもよい。いくつかの実施形態では、変数の設定は、新しいスクリプトをも
たらすことができる。前述の実施例では、新しいスクリプトは、以下の言語を用いて生成
されてもよい。
【００３５】
【数３】

【００３６】
　いくつかの実施形態では、テンプレートとともに、一式の変数値が、一式のスクリプト
を表すことができる。例えば、以下のテンプレートおよび変数は、以下の３つのスクリプ
トをもたらすことができる。
【００３７】

【数４】

【００３８】
　ＩＰＥエンジン１１８は、テンプレートおよび変数からもたらされるスクリプト１０２
を使用して、フィールドプロセス１１６をシード処理するための結果を提供することがで
きる。実行可能スクリプトが生成されると、実行可能スクリプトは、ＰＳＰエンジン１０
４を通して分析され、実行可能スクリプトのための予測特性とともに、結果フィールド１
１２内に入れられることができる。
【００３９】
　いくつかの実施形態では、ＩＰＥエンジン１１８は、テンプレートおよび変数値の範囲
が提供される任意の好適な数のスクリプト１０２を生成することができる。いくつかの実
施例では、ＷＢＣ変数が、特定の範囲を有すると見なされる場合、ＩＰＥエンジン１１８
は、作成すべきスクリプト１０２の数を判定することができる。例えば、ＷＢＣ変数が、
範囲０～３０を有する場合、ＩＰＥエンジン１１８は、以下のＷＢＣ変数値を使用して、
一式の１０個のスクリプト１０２を生成してもよい。
【００４０】

【数５】

【００４１】
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いくつかの実施形態では、ＩＰＥエンジン１１８は、ＩＰＥエンジン１１８によって生成
される任意の好適な数のスクリプト１０２からの結果を検出してもよい。例えば、１０個
のスクリプト１０２は、結果フィールド１１２に入れられ得る、１０個の結果をもたらし
得る。いくつかの実施例では、ＩＰＥエンジン１１８は、スクリプト１０２を生成し、ス
クリプト１０２からの結果を任意の数の生理ストリームに対する結果フィールド１１２に
入れるプロセスを繰り返すことができる。
【００４２】
　いくつかの実施形態では、ＩＰＥエンジン１１８は、フィールド１２０のシード処理段
階におけるスクリプト１０２の作成を自動化し、「移動させる」１２２と称される、後続
段階において、とりわけ、二項、イメージ、分類、および反復発生等のより高いレベルの
オブジェクトを生成する。いくつかの実施例では、フィールドをシード処理するプロセス
１１６への最終入力は、ヒント１２４である。ヒント１２４は、フィールドをシード処理
するプロセス１１６および移動させるプロセス１２２の両方を通知、制約、および／また
は命令する。例えば、ヒント１２４は、フィールドをシード処理するプロセス１１６内で
分析され得る、任意の好適な数の要素を含有してもよい。いくつかの実施例では、ヒント
１２４は、スクリプト１０２が構築されるべき生理ストリームを示す、要素を含んでもよ
い。ヒント１２４はまた、テンプレートが構築され得るテンプレートおよびパラメータを
作成するために使用される、具体的事象補正スクリプト要素を含んでもよい。加えて、ヒ
ント１２４は、特に、テンプレートと併用され、任意の好適な数のスクリプト１０２を生
成する範囲を伴う、変数値の選択肢を制約および／または命令するパラメータを含んでも
よい。いくつかの実施形態では、ヒント１２４は、構成エントリおよび値を表し、グラフ
ィカルユーザインターフェース等のツールを通して、または自動化プロセスを通して、検
出されることができる。一実施形態では、本構成は、解析、伝送、および読み出されるこ
とができる。
【００４３】
　特性分布分析によるフィールドのシード処理
　いくつかの実施形態では、スクリプト生成は、スクリプトテンプレート内の変数値ソー
スとして、標的領域祖集団１０８内のデータ領域を使用することができる。いくつかの実
施例では、変数値およびスクリプトテンプレートに基づいて生成されるスクリプト１０２
は、結果フィールド１１２内に含まれる結果をもたらすことができる。例えば、スクリプ
トテンプレートのための変数値に対する任意の範囲を選定する代わりに、ＩＰＥエンジン
１１８は、標的領域祖集団１０８を分析し、特定の標的領域祖集団１０８内の予測分離を
提供する、変数値を判定することができる。
【００４４】
　いくつかの実施例では、変数値は、ＷＢＣのある変数値の範囲をとり、その変数値の範
囲を等しいウィンドウに分割することによって、「ｉｄｅｎｔｉｆｙ　＠Ｎａｍｅ　ａｓ
　｛　ｖａｌｕｅ　＜　＠Ｘ　｝　ｉｎ　ＷＢＣ」等のテンプレートに対して選択されて
もよい。いくつかの実施形態では、変数値の範囲を等しいウィンドウに分割することによ
って、変数値を選択することは、ＩＰＥエンジン１１８によって使用されることができる
。いくつかの実施例では、標的領域祖集団１０８が、敗血症等の特定の状態を有するとし
て標識された患者を含む場合、標的領域祖集団１０８からのデータは、変数に対する値の
選択を誘導するために使用されることができる。例えば、変数値の範囲を等しく分割する
ことによって変数値を判定することは、高予測粒度に最小数のスクリプト１０２を提供し
得る。
【００４５】
　いくつかの実施形態では、ＩＰＥエンジン１１８は、プロセス特性分布分析と呼ばれる
プロセスを使用して、変数値の範囲から選択されるための適切な数の変数値を判定するこ
とができる。いくつかの実施例では、特性分布分析プロセスは、とりわけ、ＷＢＣ等の任
意の数の生理学的要因を選択するための変数値の数を判定することができる。特性分布分
析プロセスは、予測特性を曖昧にし得る、変数値の範囲から少な過ぎる変数値の選択を防
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止することができる。特性分布分析プロセスはまた、同一の予測特性を伴う多過ぎるスク
リプト１０２の生成をもたらし得る、変数値の範囲からの多過ぎる変数値の選択を防止す
ることができる。特性分布分析プロセスが、多過ぎるスクリプト１０２を生成する場合、
ＩＰＥエンジンプロセス１１４は、非効率的となり得、結果は、過度に複雑となり得る。
ＩＰＥエンジン１１８の特性分布分析プロセスは、データに基づいて、選択すべき種々の
数の変数値を識別することができ、これは、異なる予測特性を伴うスクリプト１０２の生
成を保証することができる。
【００４６】
　一実施形態では、特性分布分析のプロセスは、統計学的分離を見つけるためのスライデ
ィング特性値を使用するプロセスに基づく。図２は、統計学的分離を見つけるためのスラ
イディング特性値を使用するプロセスの例示的グラフィカル表現を提供する。いくつかの
実施形態では、統計学的分離は、ある状態に罹患している患者のパーセンテージと、ある
状態に罹患していないが、同一の生理学的因子を呈する、患者のパーセンテージの差異を
指すことができる。例えば、ＷＢＣの上昇は、敗血症の予測因子であり得る。いくつかの
実施例では、チャート２００は、ＷＢＣの上昇の大きさを描写するために生成され得る。
チャート２００は、敗血症一致および非敗血症一致の両方に対するプロットを示す。いく
つかの実施形態では、敗血症一致２０２および非敗血症一致２０４は、本明細書では、ス
クリプト１と称される、以下のスクリプトを使用して識別される。
【００４７】
【数６】

【００４８】
スクリプト１では、候補となる大きさは、特定の候補値に対する大きさを示す。いくつか
の実施例では、大きさは、時間に関連して、生理学的測定値の増加を指し得る。加えて、
＠Ｘは、変数Ｘが、とりわけ、正の整数等の特定の値を有することを示す。いくつかの実
施例では、本明細書では、スクリプト２と称される、以下のスクリプトは、Ｘの値が０に
等しいときに生成される。
【００４９】
【数７】

【００５０】
いくつかの実施例では、スクリプト２は、敗血症例の１００％において、ＷＢＣの上昇の
少なくとも１つの発生と、また、非敗血症例の１００％において、ＷＢＣの上昇の少なく
とも１つの発生とを識別し得る。これらの実施例では、標的領域祖集団１０８内の各患者
は、入院の間、ある程度のＷＢＣの上昇を有する。したがって、スクリプト２における大
きさの上昇が、ゼロに等しいため、スクリプト２は、敗血症と非敗血症患者との間にほと
んど統計学的分離を提供しない場合がある。大きさが、チャート２００において増加する
につれて、チャートは、ある程度の統計学的分離を描写する。例えば、大きさが１に等し
いとき、非敗血症患者より高いパーセンテージの敗血症患者が、識別される。別の実施例
では、大きさが２に等しいとき、敗血症患者と非敗血症患者との間の統計学的分離は、よ
り大きくなる。チャート２００によると、ＷＢＣの上昇の大きさが、２以上であるとき、
敗血症患者の９８％が、本大きさのＷＢＣ上昇を有する一方、非敗血症患者の７５％が、
本大きさのＷＢＣの上昇を有する。チャート２００によると、大きさ≧３は、ＷＢＣの上
昇を有する患者におけるより大きな統計学的分離に相当する。一実施例では、敗血症患者
の８５％は、少なくとも大きさ３のＷＢＣの上昇を有する一方、非敗血症患者の１５％は
、少なくとも大きさ３のＷＢＣの上昇を有する。いくつかの実施形態では、ＷＢＣの上昇
の大きさのサイズが増加するにつれて、統計学的分離の領域が存在するようになる。一実
施形態では、ＷＢＣの上昇の大きさの増加を分析するプロセスは、ＩＰＥにおける特性分
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布分析を用いてモデル化される。
【００５１】
　図２は、スライディング特性に基づく、統計学的分離の一実施例を表すことに留意され
たい。他の実施例では、スライディング特性に基づく統計学的分離は、種々の要因が、統
計学的分離分析を複雑化し得るため、識別が困難であり得る。いくつかの実施形態では、
統計学的分離分析は、ＩＰＥエンジン１１８が、広範囲のスクリプトを生成するために使
用することができる多くの技法のうちの１つである。いくつかの実施例では、スクリプト
は、より正確かつ包括的に、疾患進行度の進化パターンと関連付けられたパターンを記述
することができる、より大きな関係パターンを判定するための移動によって使用され得る
。
【００５２】
　一実施形態では、ＩＰＥエンジン１１８は、図２に図示されるスライディング特性値を
使用することによって、統計学的分離を識別するプロセスをシミュレートする。本明細書
では、特性分布分析と称される、シミュレーションプロセスは、テンプレートから開始す
る。例えば、本明細書では、スクリプト３と称される、以下のテンプレートスクリプトは
、血小板ストリーム（前述の米国特許出願第１２／４３７，２８５号および第１２／４３
７，４１７号参照）における傾向を識別する、指向性事象テンプレートである。
【００５３】
【数８】

【００５４】
　本実施例では、スクリプト３は、２つの変数：＠Ｎａｍｅおよび＠Ｘを含有する。いく
つかの実施形態では、ＩＰＥエンジン１１８は、一意の名称を生成することができる、い
くつかの関数を有してもよい。これらの実施形態では、ＩＰＥエンジン１１８は、変数＠
Ｘの識別を試みてもよい。前述の実施例では、テンプレートは、ＰｅｒｃｅｎｔＣｈａｎ
ｇｅ特性に関する特性分布分析を表すことができる。
【００５５】
　演算子「≧」の使用は、スクリプトが、ある状態を伴う標的領域祖集団１０８内の患者
の大部分の識別から、ある状態を伴うより少ない患者の識別まで及び得るように、プロセ
スに、スライディング特性を提供する。スライディング特性は、図２のチャート２００の
統計学的分離分析に関連して描写される。
【００５６】
　いくつかの実施形態では、特性分布分析プロセスは、テンプレートスクリプト、特性変
数、および演算子を使用する。いくつかの実施例では、分布分析プロセスは、広く定義さ
れるスクリプトを作成し、特性が分析され得る発生の上位集合を得ることを含む。例えば
、特性分布分析プロセスは、また、本明細書では、スクリプト４とも称される、以下のス
クリプトを使用してもよい。
【００５７】
【数９】

【００５８】
　いくつかの実施例では、スクリプト４は、テンプレートスクリプトから導出された実行
可能ＰＤＬスクリプトであってもよい。本実施例では、スクリプト４は、テンプレートス
クリプト３を使用してもよいが、全降下発生が識別されるように、フィルタ「Ｗｈｅｒｅ
　｛Ｃａｎｄｉｄａｔｅ．ＰｅｒｃｅｎｔＣｈａｎｇｅ　≧　＠Ｘ｝」を除去することが



(17) JP 2014-533416 A 2014.12.11

10

20

30

40

50

できる。図３は、患者の個別の敗血症指定を伴う、患者の例示的リストを示す。表３００
では、一式の２３名の患者が、識別される。識別される一式の２３名の患者のうち、６名
の患者は、敗血症を有するとして識別されている。
【００５９】
　一実施形態では、特性分布分析プロセスはまた、２３名の患者からのデータを用いて、
スクリプト４を実行し、結果を図４の表４００に集約することを含む。いくつかの実施形
態では、表４００は、ＰｅｒｃｅｎｔＣｈａｎｇｅ特性を特定し、パーセント変化値４０
２とパーセント変化値が見つかった患者４０４を関連付けることができる。図４は、２３
名の患者４０４からのデータを用いて、スクリプト４を実行し、結果を表４００に集約す
るプロセスの結果を示す。いくつかの実施例では、表４００からの患者の内の２名（患者
２７および４２）等の患者は、いかなる発生も有していない場合がある。
【００６０】
　一実施形態では、特性分布分析プロセスはまた、特性値別に結果をソートすることを含
む。いくつかの実施例では、特性分布分析プロセスは、特定の大きさ以上の結果に焦点を
あててもよい。これらの実施例では、結果は、極限における特異度を特定するために、図
５の表５００に降順にソートされてもよい。特性値別の結果のソートの結果は、図５に示
される。
【００６１】
　いくつかの実施形態では、特性分布分析プロセスはまた、重複値が存在しないことを検
証するために、結果を群化することを含んでもよい。図４に見られるように、いかなる重
複値もチャート４００またはチャート５００内に存在しない。
【００６２】
　図６は、集約された患者データを含む、表を描写する。いくつかの実施形態では、特性
分布分析プロセスは、任意の好適な数の行に対して、患者を集約することによって、表６
００を生成することを含む。いくつかの実施例では、各行は、「≧＠Ｘ」によって判定さ
れる状態に対する変数値６０２を有する患者を含むことができる。
【００６３】
　図７は、患者計数を含む、表を描写する。いくつかの実施形態では、特性分布分析プロ
セスは、各変数値７０４に対して、変数「＠Ｘ」７０２の範囲を計算することによって、
表７００を生成することを含む。
【００６４】
　図８は、患者計数に変化を生じさせない行の排除を描写する。表８００によると、各患
者は、敗血症状態等の生理学的状態に対してタグ付けされる。いくつかの実施例では、表
８００はまた、特性分布分析プロセスが、敗血症等の種々の生理学的状態に対する欠損８
０２および一致８０４を判定することを可能にする。表８００は、表８００に描写される
患者が、敏感度または特異度に差異を生じさせる範囲を有するような集合のフィルタリン
グを描写する。
【００６５】
　いくつかの実施形態では、表８００は、ある大きさに対応する特定の変数＠Ｘに対する
値の完全集合８０６を描写する。いくつかの実施例では、任意の好適な数のスクリプトは
、表８００内で識別された値から生成されることができる。各識別された値は、異なる統
計特性を有し得、本テンプレート／特性組み合わせに対して可能性として考えられる統計
特性は、所与の標識された領域祖集団１０６に対して既知である。
【００６６】
　図９は、スクリプトに基づいて、患者に対する予測特性を示す表を描写する。いくつか
の実施形態では、特性分布分析プロセスはまた、ＰＳＰエンジン１０４を実行せずに、各
結果スクリプトに対する統計特性に基づいて、チャート９００を生成することができる。
いくつかの実施例では、特性分布分析プロセスは、あるデータフィールドへのアクセスを
有してもよい。例えば、特性分布分析プロセスは、各値に対して識別される患者のリスト
へのアクセスを有してもよい。加えて、特性分布分析プロセスは、各患者が敗血症に罹患
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しているかどうか等、患者集合に関連するデータへのアクセスを有してもよい。いくつか
の実施形態では、特性分布分析プロセスは、敏感度９０２および特異度９０４を計算し、
真陽性（ＴＰ）９０６、真陰性（ＴＮ）９０８、偽陽性（ＦＰ）９１０、および偽陰性（
ＦＮ）９１２患者集合を判定することができる。
【００６７】
　図１０は、分離分析チャートの実施例を示す。いくつかの実施形態では、特性分布分析
プロセスは、生理学的要因が、特定の状態と相関するかどうかを示すことができる、チャ
ート１０００を表示する。例えば、チャート１０００は、血小板降下のパーセント変化が
、敗血症とそれほど相関していないことを図示する。いくつかの実施例では、ＩＰＥエン
ジン１１８は、分布が生理学的要因と状態との間の相関を示さない場合でも、分布から結
果を破棄しない。いくつかの実施形態では、チャート１０００に表示される分布は、依然
として、高度予測パターンに寄与することができる。例えば、チャート１０００に表示さ
れる分布は、関係コンテキストにおける予測力を提供し得る。
【００６８】
　一実施形態では、フィールドをシード処理する機構の一形態は、特性分布分析プロセス
を使用することである。いくつかの実施例では、特性分布分析プロセスは、種々の仮定を
含んでもよい。例えば、特性分布分析プロセスは、標識された領域祖集団１０６が存在す
ると仮定してもよい。特性分布分析プロセスはまた、特性値に対して単一変数を伴うテン
プレートスクリプトが存在すると仮定してもよい。加えて、特性分布分析プロセスはまた
、適切な累積表現（例えば、≧）が使用されると仮定してもよい。これらの仮定に基づい
て、特性分布分析プロセスは、広くて意義された実行可能スクリプトを作成し、発生の上
位集合を得ることを含んでもよい。特性分布分析プロセスはまた、スクリプトを実行し、
発生を求めて、領域識別子を検討下の特定された特性の値でマップする集合を作成するこ
とを含んでもよい。加えて、特性分布分析プロセスは、特性値別に結果をソートすること
を含んでもよい。さらに、特性分布分析プロセスは、特性値別に結果を群化し、重複に対
処することを含んでもよい。特性分布分析プロセスはまた、各行に対して、どの領域が、
「≧＠Ｘ」状態によって集約されるかを判定することを含んでもよい。加えて、特性分布
分析プロセスはまた、捕捉される領域の計数の各変化に対して、値範囲を計算することを
含んでもよい。特性分布分析プロセスはまた、領域計数に変化が存在しない全行を除去す
ることを含んでもよい。さらに、特性分布分析プロセスは、識別された値からスクリプト
を生成し、予測特性を計算することを含んでもよい。
【００６９】
　一実施形態では、プロセスを命令／制約するための改変および付加的論理が、存在する
。例えば、特性の値の非常にわずかな差異も、識別された領域の数を変化させ得る。これ
らのわずかな変化は、生理学的に有意でないものであることが分かり得る。制約は、これ
らのわずかな差異を可能にしないように、プロセスに追加されることができ、一実施形態
では、追加される。例えば、プロセスは、新しいスクリプトが生成され得るときを示す、
最小パーセント変化変数を使用してもよい。
【００７０】
　フィールド１２０をシード処理することは、図１－１０に関連して前述のプロセスの任
意の組み合わせを用いて行なわれることができる。例えば、フィールド１２０をシード処
理することは、とりわけ、スクリプト１０２、分解スクリプト、スライディング特性値を
伴う自動化されたスクリプト、および特性分布分析を組み込むことができる。いくつかの
実施形態では、フィールド１２０をシード処理することは、任意の数の技法およびプロセ
スを使用し、結果を単一フィールドに集約することができる。
【００７１】
　一実施形態では、フィールドが、「シード処理」され、２つ以上のスクリプトがフィー
ルドに入れられると、組み合わせ移動を実行するプロセスが、開始し得る。
【００７２】
　一実施形態では、フィールド１２０をシード処理するプロセスの間、別のデータの累積
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である、発生ビン１１６が、図１に示されるように、作成される。発生ビン１１６は、結
果フィールド１１２内に、スクリプト１０２によって見つけられた発生を表す、軽量オブ
ジェクトを含有する。例えば、軽量オブジェクトは、とりわけ、領域識別子、スクリプト
識別子、開始時間、および持続時間を含有してもよい。いくつかの実施形態では、発生ビ
ン１１６は、包括的である（言い換えると、発生ビン１１６は、標的領域祖集団１０８内
の領域の全てに対する結果フィールド１１２内のスクリプト１０２の全ての発生の全てを
表す）。代替として、発生ビン１１６は、発生のサブ集合を含有することができる、また
は発生ビン１１６は、拡張プロセス（図１では、「移動させる」１２２として示される）
が、所望に応じて、発生ビン１１６を埋めることができるように空に作成されてもよい。
発生ビン１１６は、発生インスタンス間の合致する時間ベースの関係を見つけるために、
いくつかのタイプの移動によって使用される。
【００７３】
　組み合わせ移動を通した拡張
　結果フィールド１１２は、スクリプト１０２のリストに、所与の標識された領域祖集団
１０６に関する可変予測特性を提供する。予測特性は、一実施形態では、敏感度、特異度
および４つの領域集合：真陽性（ＴＰ）、偽陽性（ＦＰ）、真陰性（ＴＮ）、および偽陰
性（ＦＮ）を含む。スクリプト１０２はまた、生理ストリーム依存を含有することができ
る。さらに、いくつかの実施形態では、フィールドをシード処理するプロセス１１６は、
標的領域祖集団１０８内の領域のための結果フィールド１１２内のスクリプト１０２に対
して識別された発生を表す、軽量オブジェクトの発生ビン１１６を作成する。図１に示さ
れるように、軽量オブジェクトは、拡張プロセス（「移動させる」１２２として示される
）への入力とともに、標識された領域祖集団１０６、スクリプト１０２、およびヒント１
２４を含む、フィールドをシード処理するプロセス１１６への入力を表すことができる。
【００７４】
　いくつかの実施形態では、拡張のプロセスは、結果フィールド１１２内のスクリプト１
０２を検査し、予測特性および／または生理ストリーム依存における所望の影響を生成す
る移動を見つける反復プロセスであることができる。いくつかの実施例では、移動させる
プロセスは、より多くの予測パターンを見つける調査者の試みのプロセスをシミュレート
する。例えば、敗血症と高相関を有することが予想される、指向性事象（例えば、降下傾
向）が、作成されてもよい。いくつかの実施形態では、指向性事象は、ＰＤＬスクリプト
に組み込まれてもよく、ＰＤＬスクリプトは、入力として、患者集合に関連するデータを
使用して実行されてもよい。ＰＤＬスクリプトは、群にカテゴリ化された結果をもたらし
てもよい。例えば、偽陰性群に入る患者群は、指向性事象（例えば、降下事象）が、敗血
症を有することが既知の患者を識別しなかった症例を表すことができる。いくつかの実施
形態では、偽陰性群は、敗血症を有する患者が、どのように偽陰性群内に含まれるかを判
定するために分析されてもよい。例えば、偽陰性群の分析は、降下事象が厳密すぎた（例
えば、大きさ予想が高過ぎた）または降下事象が敗血症患者のサブ群内に現れなかったと
判定し得る。
【００７５】
　いくつかの実施形態は、降下事象が厳密過ぎたとき、対処してもよい。例えば、降下事
象は、降下事象が、より広域となるように修正されてもよい（例えば、大きさ予想を下げ
ることによって）。降下事象を広げる結果、偽陰性群のサイズは、所定の閾値を越えて拡
大し得る。偽陰性群のサイズが、特定の閾値を越えて増大する場合、関係解決策が、使用
されることができる。例えば、分離して、降下事象を使用することによって、偽陽性群の
サイズは、大きくなり得る。偽陽性群のサイズを減少させるために、降下事象は、敗血症
と相関する別の事象と結合されてもよい。例えば、降下事象は、敗血症と相関する別の事
象と併せて、限定された時間距離にわたって検討されてもよい。いくつかの実施例では、
敗血症と関連付けられた２つの事象の検討は、敗血症を伴うより多くの患者を識別し、偽
陰性群のサイズを減少させることができる。敗血症と関連付けられた２つの事象の組み合
わせは、二項移動と称され得る。いくつかの実施形態では、二項移動は、標的祖集団内の
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敗血症と限定された相関を有する２つの事象を組み合わせ、標的祖集団内の敗血症とより
優れた相関を有する第３の新しいパターンをもたらすことを含むことができる。
【００７６】
　いくつかの実施形態では、分析は、敗血症患者のサブ集合が、降下事象を呈さない結果
に対処してもよい。いくつかの実施例では、降下事象を呈さない敗血症患者のサブ集合を
標的とする、代替パターンが、生成されてもよい。代替パターンは、降下事象と組み合わ
せて、分類移動を作成してもよい。いくつかの実施形態では、分類移動は、時間を参照せ
ずに、代替パターンまたは降下事象からの結果を含む。
【００７７】
　ＩＰＥエンジン１１８は、検索、集合操作、および他の機構を使用して、拡張敏感度お
よび特異度範囲１２８等の有用予測特性（また、本明細書では、拡張結果集合とも称され
る）を伴う新しいスクリプトを作成する、移動を識別することによって、本アプローチを
自動化する。予測特性を伴う新しいスクリプトを作成するプロセスは、移動の結果が、数
学的関数を通して（例えば、確定的に）、または実際に、新しいスクリプトを作成し、Ｐ
ＳＰエンジン１０４を実行し、結果（例えば、実験を通して）を確認することを通しての
いずれかで判定され得るため、自動化されることができる。いくつかの実施形態では、前
述の技法の任意の組み合わせが、実装されることができる。
【００７８】
　確定的移動の実施例は、図１１に図示される、分類移動である。分類移動１１０２は、
任意の好適な数の患者に適用されてもよい。例えば、図３に表される２３名の患者が、分
類移動１１０２と併用されてもよい。分類移動１１０２は、１１０４および１１０６等の
任意の好適な数のスクリプトからの結果を計算することができる。いくつかの実施形態で
は、分類移動１１０２はまた、ＴＰ、ＦＰ、ＦＮ、およびＴＮ等の任意の好適な数の群に
分離されるデータを検討してもよい。いくつかの実施例では、データはまた、敏感度およ
び特異度値に基づいて、分離されることができる。スクリプト１１０４および１１０６に
関する分類移動１１０２の結果は、スクリプトＣ１１０８である。図１１の中央における
集合方程式は、結果に対して、四分区間集合（ＴＰ集合、ＦＰ集合、ＴＮ集合、およびＦ
Ｎ集合）を導出するように実行されることができる、集合関数を記述する。いくつかの実
施例では、分類移動１１０２は、結果が、ソーススクリプトの結果の関数として導出され
ることができるため、結果を判定するためのスクリプトの実行を含まなくてもよい。図示
されるように、結果は、所与の集合方程式を使用して導出されることができる。
【００７９】
　図１１では、領域ＣＴＰ１１１０（例えば、スクリプトＣに対して真陽性集合を構成す
る患者集合）は、スクリプトＡ結果１１１２の領域ＴＰと、スクリプトＢ結果１１１４の
領域ＴＰの和をとることによって導出されることができる。領域ＣＦＰ１１１６は、ＡＦ
Ｐ１１１８およびＢＦＰ１１２０の和をとることによって導出されることができる。領域
ＣＦＮ１１２２は、ＡＦＮ１１２４およびＢＦＮ１１２６の積をとることによって導出さ
れることができる。領域ＣＴＮ１１２８は、ＡＴＮ１１３０およびＢＴＮ１１３２の積を
とることによって導出されることができる。
【００８０】
　いくつかの実施形態では、ＩＰＥエンジン１１８は、分類移動１１０２を実行すべきと
きを判定することができる。いくつかの実施形態では、分類移動１１０２は、以下の状態
が存在する場合、アウトカムを拡張することができる（敏感度を増加させることによって
）。
【００８１】
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【数１０】

【００８２】
　これらの状態の両方が、真であるとき、分類移動１１０２は、特異度を低下させずに、
敏感度を増加させることができ、これはまた、安全移動とも称される。いくつかの実施形
態では、効果的移動は、
【００８３】

【数１０－１】

【００８４】
である症例を見つけ、次いで、その集合内において、ＡＴＰΔＢＴＰの最大サイズを見つ
けることを含むことができる。以下の式は、効果的移動を記述する。
【００８５】
【数１１】

【００８６】
　いくつかの実施例では、安全移動が、可能にされる場合（例えば、特異度が、緩和され
得る場合）、敏感度の最大利得は、以下を用いて、特異度を最小限に犠牲にすることで達
成されることができる。
【００８７】
【数１２】

【００８８】
　確定的移動の第２の実施例は、大域的イメージ移動である。大域的イメージ移動は、図
１２に図示される。示されるスクリプトＣ１２０２は、結果として生じるスクリプトであ
る。図１２の中央における集合方程式は、結果に対する四分区間集合を導出するために実
行され得る、スクリプトＣ１２０２のための集合関数を記述する。いくつかの実施例では
、大域的イメージ移動は、スクリプトＣ１２０２を実行し、結果を判定することを含まな
くてもよい。これらの実施例では、結果は、ソーススクリプト１２０４および１２０６の
結果から導出されることができる。図示されるように、結果は、以下の集合方程式を使用
して、導出されることができる。
【００８９】
　領域ＣＴＰ１２０８（例えば、結果スクリプトＣに対して真陽性集合を構成する患者集
合）は、１２１０ＡＴＰおよび１２１２ＢＴＰの積をとることによって導出されることが
できる。領域ＣＦＰ１２１４は、ＡＦＰ１２１６およびＢＦＰ１２１８の積をとることに
よって導出されることができる。領域ＣＦＮ１２２０は、ＡＦＮ１２２２およびＢＦＮ１
２２４の和をとることによって導出されることができる。領域ＣＴＮ１２２６は、ＡＴＮ
１２２８およびＢＴＮ１２３０の和をとることによって導出されることができる。
【００９０】
　いくつかの実施形態では、ＩＰＥエンジン１１８は、これらの方程式を使用して、分類
移動１１０２を実行すべきときを判定することができる。分類移動１１０２は、以下の状
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態が存在する場合、アウトカムを拡張させることができる（特異度を増加させることによ
って）。
【００９１】
【数１３】

【００９２】
　いくつかの実施形態では、大域的イメージ移動は、
【００９３】
【数１４】

【００９４】
である全症例を見つけ、次いで、その集合内において、以下の状態に説明されるように、
ＡＴＮ　Δ　ＢＴＮの最大サイズを見つけることによって、識別されることができる。
【００９５】

【数１５】

【００９６】
　不安全移動が、可能にされる場合（例えば、敏感度が緩和され得る場合）、特異度の最
大利得は、以下を用いて、敏感度を最小限に犠牲にすることで達成されることができる。
【００９７】

【数１６】

【００９８】
　いくつかの実施形態では、分類移動１１０２および大域的イメージ移動は、２つの確定
的移動を表す。移動の別のカテゴリは、二項移動を含む、関係移動である。いくつかの実
施例では、二項移動は、２つの発生タイプを関係二項に組み合わせることによって構築さ
れる。例えば、以下のスクリプトは、二項スクリプトに組み合わせられてもよい。
【００９９】
【数１７】

【０１００】
　これらの２つのスクリプトは、以下の二項スクリプトに組み合わせられることができる
。
【０１０１】
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【数１８】

【０１０２】
　本組み合わせられたスクリプトの結果は、ＰＳＰエンジン１０４を実行することによっ
て、判定されることができる。さらに、ｐｌａｔｅｌｅｔ＿ｆａｌｌおよびｂｉｃａｒｂ
＿ｆａｌｌスクリプトの発生結果が、発生ビン１１６内にある場合、ＩＰＥエンジン１１
８は、発生ビン１１６にクエリを行なうことによって、結果を判定することができる。こ
れは、ｄｅｓｔａｂｉｌｉｚａｔｉｏｎスクリプトに説明される関係が、ｐｌａｔｅｌｅ
ｔ＿ｆａｌｌおよびｂｉｃａｒｂ＿ｆａｌｌストリームにおける発生の時間内の合致に基
づき得るために当てはまる。
【０１０３】
　とりわけ、次元イメージおよび反復発生等、多くの他の移動も、ＩＰＥエンジン１１８
に利用可能である。いくつかの実施形態では、ＰＤＬおよびＩｒｏｎＰｙｔｈｏｎにおけ
る多くの言語特徴は、ＩＰＥエンジン１１８内の移動によって表されることができる。
【０１０４】
　いくつかの実施形態では、ＩＰＥエンジン１１８は、以下の動作を組み込むことができ
る。
１．フィールドから一式のシードを選択する
２．シードが、リスト内に存在しない場合、プロセスを停止し、結果を報告する
３．第１のシードをシードのリストから除去し、そのシードを使用して作成されることが
できる拡張移動を見つける
４．見つけられた移動を検証する
５．正の移動が見つからない場合、動作２に戻る
６．そうでなければ、移動を実行する
７．移動をログ付けする
８．移動の結果をフィールドに入れる
９．移動から生成された結果のいずれかが、シードのリストに入れられるべきか判定し、
該当する場合、追加する
１０．動作２から繰り返す
【０１０５】
　シードの選択は、移動の所望の結果に基づくことができる。例えば、目標が、敏感度を
最大限化することである場合、プロセスは、最高敏感度を伴うシードを選択し、敏感度を
増加させる移動を検索してもよい。いくつかの実施形態では、他の因子は、適用されても
よい。例えば、選択は、具体的生理ストリーム依存を伴うスクリプト１０２に限定されて
もよい。
【０１０６】
　一実施形態では、シードのリストは、プロセスを導出し、シードのリストが空であると
き、プロセスは、終了し、結果が、報告され得る。移動は、良好なシードであり得る、結
果を作成することができるため、シードのリストは、動的であって、プロセスの間、拡大
および縮小するであろう。
【０１０７】
　拡張移動を見つけることは、利用可能な移動のタイプおよび所望の結果に依存し得る。
本プロセスは、図１１の分類移動１１０２の例におけるように、４四分区間集合（ＴＰ、
ＦＰ、ＴＮ、ＦＮ）を使用してもよく、あるいは図１の発生ビン１１６または他のデータ
を使用してもよい。さらに、ヒント１２４は、本プロセスを制約および／または命令して
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もよい。ヒント１２４は、調査者知識に対して、検索プロセスを上書き、命令、または制
約する方法を提供することができる。例えば、調査者が、特定の生理信号における値が、
関係する（例えば、Ｐｌｅｔｈ信号に対して）ことを把握する場合、調査者は、その信号
に対する閾値事象が、有用ではないであろうことを示し得る。さらに、調査者は、ヒント
１２４を通して、信号のサブ集合が関連する可能性が高いことを示してもよく、したがっ
て、検索プロセスは、そのサブ集合内に見られる関係に優先性を与えるであろう。このよ
うに、ヒント１２４は、厳密な制約を提供せずに、プロセスを命令することができる。い
くつかの移動に対して、発生ビン１１６もまた、移動を見つけるために使用されるであろ
う。例えば、前述のように、二項移動は、偽陰性領域集合内の発生の合致に関して、発生
ビン１１６を検索し得る。このように、ＩＰＥは、識別されなかった領域のサブ集合内に
存在する関係を検索している。見つけられた発生合致のインスタンスから開始して、ＩＰ
Ｅエンジン１１８は、スクリプト１０２（例えば、二項、イメージ、または反復発生）を
構築することができる。スクリプトが構築されると、ＩＰＥエンジン１１８は、状態（例
えば、敗血症）との新しい関係の相関を判定することができる。言い換えると、ＩＰＥエ
ンジン１１８は、識別された関係が統計学的分離を提供するかどうかを判定するために検
索することができる。関係は、多くの場合、次元を有するため、ＩＰＥエンジン１１８は
、前述のフィールド１２０のシード処理に説明されるものと同様のプロセスを使用して、
一式の時間を作成することを選定してもよい。例えば、ＩＰＥエンジン１１８は、２つの
指向性事象の開始時間の間の時間距離に対して、特性分析分布を使用してもよい。
【０１０８】
　一実施形態では、一式の正の移動が、見つけられると、それらの移動は、検証される。
検証は、等価経路を表す移動を枝刈りすることを含んでもよく、あるいはヒント１２４に
よって命令および／または制約されてもよい。検証は、「拡張移動を見つける」動作内で
使用されるフィルタより「コストのかかる」処理を含む、または全体として見つけられる
移動の集合を判断することを伴うことができる。
【０１０９】
　有効移動が選択されると、プロセスは、任意の良好な移動が見つけられたかどうか判定
することができる。良好な移動が見つからない場合、プロセスは、リスト内の次のシード
を用いて、新しい反復を開始する。有効移動が見つかる場合、有効移動は、実行され、ロ
グ記録が、生成され、図１の拡張ログ１２６に入れられる。拡張ログ１２６は、ユーザの
ために、プロセスに可視性を提供する。プロセスからの結果が、ある基準を満たさないと
き、プロセスは、とりわけ、ヒント１２４等の付加的入力を組み込むことができる。一実
施形態では、移動の実行は、３つの動作、すなわち、新しいスクリプトの作成、統計特性
（例えば、敏感度、特異度、四分区間集合）の取得、および発生ビン１１６内への軽発生
の生成の任意の好適な組み合わせを伴うことができる。
【０１１０】
　移動が実行されると、結果は、結果フィールド１１２、随意に、図１の発生ビン１１６
に入れられる。いくつかの実施形態では、作成されるスクリプト１０２は、良好なシード
を表すことができる。スクリプト１０２が、良好なシードを表す場合、シードは、調査さ
れるべきシードのリストに入れられる。ある意味、シードリストは、ＩＰＥエンジン１１
８が望ましい結果の生成を試みるにつれて、ＩＰＥエンジン１１８が探索し得る、経路の
リストを表す。
【０１１１】
　プロセスにおける本時点では、ＩＰＥエンジン１１８は、任意のシードが、依然として
、シードリスト内に存在するかどうか判定することができる。シードが、依然として、シ
ードリスト内に存在する場合、新しい反復が、動作２において実行される。
【０１１２】
　シードが、シードリスト内に存在しない場合、プロセスは、終了し、結果が、提示され
る。一実施形態では、結果は、図１の一式の拡張スクリプト１１４および拡張ログ１２６
から成る。拡張スクリプト１１４の統計特性は、チャート形式または行なわれた進行を表
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示する何らかの形式で提示されてもよい。
【０１１３】
　代替として、結果フィールド１１０および発生ビン１１６全体が、調査者による検査の
ために出力され、解析され、および／または、別のソフトウェア構成要素への入力として
伝送されることができる。
【０１１４】
　ＩＰＥ検証
　いくつかの状況では、真の生理学的現象ではなく、統計学的異常に基づく、スクリプト
１０２が、検討および／または作成され得る。ＩＰＥエンジン１１８の一実施形態は、単
独でまたは組み合わせて、これらの症例を識別および排除するために使用され得る、複数
の例示的機構を提供する。
【０１１５】
　一実施例では、プロセスは、異常に関与またはそれを集約するであろうアプローチを回
避する。例えば、「＝」演算子または範囲（例えば、「≧」および「≦」両方）ではなく
、特性分布分析プロセスにおける「≧」演算子の使用は、微調整を回避するのに役立ち得
る。
【０１１６】
　別の実施例では、図１３の拡張ログ１３０４および図１３のヒント１３０６を通して供
給されるフィードバック機構（また、本明細書では、評価および構成とも称される）１３
０２は、ＩＰＥエンジン１３０８を反復的に実行し、ヒト生理学の理解および生理信号間
の関係に基づいて、異常であると識別される結果を除去する能力を提供する。
【０１１７】
　同様に、ＩＰＥエンジン１３０８は、図１の後続の標識された領域祖集団１０６に対し
て結果を実行し、未知の集合内で生成されたスクリプトの予測能力を理解および探索する
能力を提供してもよい。一実施形態では、ＩＰＥエンジン１３０８は、予測特性内のばら
つき（例えば、敏感度および特異度）を判断し、図１３のフィードバックサイクル１３０
２に通知する方法において、調査者にそれらを提示することができる。例えば、ＩＰＥエ
ンジン１３０８は、スクリプト１３１０を実行し、スクリプト１３１０の結果と後続の標
識された領域祖集団１０６を比較し、拡張スクリプト１３１２を生成することを含んでも
よい。ＩＰＥエンジン１３０８はまた、敏感度および特異度範囲１３１４が元の集合から
拡張された拡張スクリプト１３１２を報告することを含んでもよい。いくつかの実施形態
では、調査者は、スクリプト１３１０の内部を検査し、どの要素が異常であるかを判断し
、ヒント１３０６を使用して、次の実行に、それらの経路を除外するように命令すること
ができる。
【０１１８】
　一実施形態では、ＩＰＥエンジン１３０８は、スクリプト１３１０を識別し、大きな行
またはランクとして、生理学的部分系統の固定集合を表す平面を含む、視覚化を支援する
ために利用される。本背景の上部には、個々のピクセル（または、小形状）が、パターン
の存在を示すために配置される。一実施形態では、平面内の各ピクセルは、別個のパター
ンである。代替実施形態では、パターン（または、パターンの集合）は、平面上の単一行
のピクセルによって表され、平面のｘ－軸は、時間を表す。このように、経時的状態の進
化が、単一イメージ内で視覚化されることができる。代替として、実質的に、平面上の全
ピクセルは、パターンまたはパターンの集合を表し、動画が、経時的状態の進化を実証す
るために使用される。本視覚化内の各ピクセルはさらに、色によって区別されることがで
きる。加えて、図像またはテキスト要素はさらに、状態の特徴または状態の進化を伝える
ようにオーバーレイされてもよい。各ピクセルに対して表示される色は、いくつか挙げる
と、表されるパターンのインスタンスの計数、重症度、パターンの相関メトリクス、また
はパターンの特徴によって選定されることができる。代替実施形態では、フィールドは、
視覚化の一部分を表し、パターン一覧は、ピクセルの選択が、個々のパターンの表示（テ
キスト、パラメトリック、または略図形式において）または選択パターンの選択を駆動さ
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せ得る方法において、別の面積を表し、および／またはその個々の要素は、どのピクセル
またはピクセル行が関連付けられているかを示すことができる。ＩＰＥプロセス１３０８
およびユーザインターフェースは、パターンの作成および識別、それらのパターンの平面
のためのレイアウトへの順序付けまたは配置、および／または別様にパターンのカテゴリ
化における補助を提供することによって、本視覚化を支援するために使用されてもよい。
【０１１９】
　図１４は、拡張結果集合を生成することができる、コンピューティングシステムの実施
例のブロック図である。コンピューティングシステム１４００は、例えば、とりわけ、携
帯電話、ラップトップコンピュータ、デスクトップコンピュータ、またはタブレットコン
ピュータであってもよい。コンピューティングシステム１４００は、記憶された命令を実
行するように適合される、プロセッサ１４０２と、プロセッサ１４０２によって実行可能
な命令を記憶する、メモリデバイス１４０４とを含んでもよい。プロセッサ１４０２は、
単一コアプロセッサ、マルチコアプロセッサ、コンピューティングクラスタ、または任意
の数の他の構成であることができる。メモリデバイス１４０４は、ランダムアクセスメモ
リ（例えば、ＳＲＡＭ、ＤＲＡＭ、ゼロキャパシタＲＡＭ、ＳＯＮＯＳ、ｅＤＲＡＭ、Ｅ
ＤＯ　ＲＡＭ、ＤＤＲ　ＲＡＭ、ＲＲＡＭ（登録商標）、ＰＲＡＭ等）、読取専用メモリ
（例えば、Ｍａｓｋ　ＲＯＭ、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ等）、フラッシュメ
モリ、または任意の他の好適なメモリシステムを含むことができる。プロセッサ１４０２
によって実行される命令は、拡張結果集合を生成することを含む、方法を実装するために
使用されてもよい。
【０１２０】
　プロセッサ１４０２は、システム相互接続１４０６（例えば、ＰＣＩ、ＩＳＡ、ＰＣＩ
－Ｅｘｐｒｅｓｓ、ＨｙｐｅｒＴｒａｎｓｐｏｒｔ（登録商標）、ＮｕＢｕｓ等）を通し
て、コンピューティングシステム１４００を１つ以上のＩ／Ｏデバイス１４１０に接続す
るように適合される、入力／出力（Ｉ／Ｏ）デバイスインターフェース１４０８に接続さ
れてもよい。Ｉ／Ｏデバイス１４１０は、例えば、キーボードおよびポインティングデバ
イスを含んでもよく、ポインティングデバイスは、とりわけ、タッチパッドまたはタッチ
スクリーンを含んでもよい。Ｉ／Ｏデバイス１４１０は、コンピューティングシステム１
４００の内蔵構成要素であってもよく、またはコンピューティングシステム１４００に外
部接続されるデバイスであってもよい。
【０１２１】
　プロセッサ１４０２はまた、システム相互接続１４０６を通して、コンピューティング
システム１４００を表示デバイス１４１４に接続するように適合される、表示インターフ
ェース１４１２にリンクされてもよい。表示デバイス１４１４は、コンピューティングシ
ステム１４００の内蔵構成要素である、表示画面を含んでもよい。表示デバイス１４１４
はまた、とりわけ、コンピューティングシステム１４００に外部接続される、コンピュー
タモニタ、テレビ、またはプロジェクタを含んでもよい。加えて、ネットワークインター
フェースカード（ＮＩＣ）１４１６は、コンピューティングシステム１４００を、システ
ム相互接続１４０６を通して、ネットワーク（図示せず）に接続するように適合されても
よい。ネットワーク（図示せず）は、とりわけ、広域ネットワーク（ＷＡＮ）、ローカル
エリアネットワーク（ＬＡＮ）、またはインターネットであってもよい。
【０１２２】
　記憶デバイス１４１８は、ハードドライブ、光学ドライブ、ＵＳＢフラッシュドライブ
、ドライブのアレイ、または任意のそれらの組み合わせを含むことができる。記憶デバイ
ス１４１８は、第１のスクリプトおよび標識された領域祖集団１０６等の一式のデータを
使用して、拡張スクリプトを生成することによって、拡張結果集合を生成することができ
る、拡張結果集合発生器１４２０を含んでもよい。
【０１２３】
　図１のブロック図は、コンピューティングシステム１００が、図１に示される構成要素
の全てを含むべきことを示すことを意図しないことを理解されたい。むしろ、コンピュー
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えば、付加的メモリ構成要素、付加的モジュール、付加的ネットワークインターフェース
等）を含むことができる。さらに、コード発生器１２０の機能性のいずれかは、部分的ま
たは全体的に、ハードウェアおよび／またはプロセッサ１０２内に実装されてもよい。例
えば、機能性は、とりわけ、特定用途向け集積回路とともに、またはプロセッサ１０２内
に実装される論理内に実装されてもよい。
【０１２４】
　図１５は、コンピューティングシステムが、拡張結果集合を生成することを可能にする
ことができる、有形の非一過性コンピュータ読み取り可能な媒体である。有形の非一過性
コンピュータ読み取り可能な媒体１５００は、コンピュータ相互接続１５０４を経由して
、プロセッサ１５０２によってアクセスされてもよい。さらに、有形の非一過性コンピュ
ータ読み取り可能な媒体１５００は、プロセッサ１５０２に、本方法のステップを行なう
ように命令するためのコードを含んでもよい。
【０１２５】
　本明細書で論じられる種々のソフトウェア構成要素は、図１５に示されるように、有形
の非一過性コンピュータ読み取り可能な媒体１５００上に記憶されてもよい。例えば、拡
張結果集合発生器１５０６は、プロセッサ１５０２に、第１のスクリプトおよび標識され
た領域祖集団１０６等の一式のデータに基づいて、拡張結果集合を生成するよう命令する
ように適合されてもよい。図１５に示されない任意の数の付加的ソフトウェア構成要素が
、具体的用途に応じて、有形の非一過性コンピュータ読み取り可能な媒体１５００内に含
まれてもよいことを理解されたい。
【０１２６】
　とりわけ、「できる（ｃａｎ）」、「してもよい（ｍａｙ）」、「する場合がある（ｍ
ｉｇｈｔ）」、「する可能性がある（ｃｏｕｌｄ）」、「例えば（ｅ．ｇ．）」、および
同等物等の本明細書で使用される条件語は、別様に具体的に記載されない限り、または使
用される文脈内において別様に理解されない限り、概して、ある実施形態が、ある特徴、
要素、および／またはステップを含む一方、他の実施形態が、それを含まないことを伝え
ることを意図する。したがって、そのような条件語は、概して、特徴、要素、および／ま
たはステップが、何らかの点において、１つ以上の実施形態に要求される、または１つ以
上の実施形態が、必然的に、作者の入力またはプロンプトの有無を問わず、これらの特徴
、要素、および／またはステップが、任意の特定の実施形態に含まれる、またはそこで行
なわれるべきかどうかを確定的するための論理を含むことを含意することを意図しない。
【０１２７】
　前述の発明を実施するための形態は、種々の実施形態に適用される新規特徴を図示、説
明、および指摘したが、図示されるデバイスまたはプロセスの形態および詳細の種々の省
略、代用、および変更が、本開示の精神から逸脱することなく、行なわれ得ることを理解
されるであろう。認識されるように、本明細書に説明される技法のある実施形態は、いく
つかの特徴が、他から別個に使用または実践され得るため、本明細書に記載される特徴お
よび利点の全てを提供しない形態内においても具現化されることができる。本技法の範囲
は、前述の説明によってではなく、添付の請求項によって示される。請求項の均等物の意
味および範囲内にある全変更は、その範囲内に包含されるものとする。
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